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本年当初より継続している原油・原材料高による経済への影響は、県内においても中小企業の倒産など看過できない状況に至っています。去る８月７日にとりまとめられた長野県産業活性化推進本部連絡会議の県内中小企業等への支援策は、時宜をえたものであり早急に取組まれたきものですが、加えて、地域経済の疲弊は県民生活を圧迫し、延いては県の財政への影響も懸念されることから、特に県内中小企業や農業者等の支援の為、下記のとおり緊急に要望します。

要　望　事　項
○　県産業活性化推進本部は「原油・原材料高対策資金」の融資目標を25億円から100億円に増額する対策をまとめたが、この資金が企業の要望に応じ、また効果的に活用されるよう、金融機関に対して貸し渋りなどの圧迫がないよう指導、要請すること。

○　国に対して根本的な景気対策を緊急に講じるよう、過日、議長に対しては全国議長会を通じて要請すべきと申し入れたところですが、貴職におかれましても、関係するあらゆる機会を通じて、地域経済の予想以上の疲弊に対する、緊急の景気浮揚策としての補正予算の計上を求め、また要望されたい。
○　中小企業の相談体制と技術指導を強化・充実するとともに、本年度スタートしたマーケティング支援センターによる受発注開拓支援を実効あるものにするよう更に充実強化されたい。

○　肥料・農業用資材の価格は急騰しており、農業経営に多大な影響を及ぼしていることから、国に対してこれらの緊急対策を一層充実に加え、減肥栽培技術の開発普及に努められたい。
○　県として県単事業である維持補修事業は、各地域にとって欠かすことの出来ない事業でありますので、その維持および確保に最善の努力を図ると同時に、入札制度については現在の経済状況を念頭に地元企業を尊重していく改善に取り組まれたい。

○　原油高の緊急対策は必要とするものの、石油依存体質からの脱却は長期目標として地球環境対策上不可欠な課題である。よって炭素エネルギーからの転換を図る取り組みを、県として積極的に進めると共に、この機会にエネルギー転換を図る民間事業者の取り組みを支援し、補助する施策を積極的に講じられたい。　　　　　　
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